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「全人類の母。」 創世記 3 章 20 節   

 

Ⅰ 

人 

殆
ど
の
日
本
人
が
「
人
は
猿
か
ら
生
ま
れ
た
」
と
信
じ
な
が
ら
、
祖
先
で
あ
る
猿
を
見

下
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
進
化
論
」
で
す
。
強
者
に
よ
る
弱
者
支
配
で
す
。
政
治
家
や

大
企
業
や
大
組
織
に
依
存
す
る
体
質
で
す
が
、
自
分
は
劣
後
者
と
い
う
告
白
で
あ
り
、
情

け
な
い
対
応
で
す
。 

「
人(
ア
ダ
ム)

」
は
、
神
の
創
造
さ
れ
た
世
界
を
治
め
る
た
め
に
創
造
さ
れ
た
も
の
で

す
。
神
の
代
官
な
の
に
、
悪
魔
の
誘
惑
に
乗
り
、
神
と
の
契
約
を
破
り
ま
す
。
全
く
根
拠

の
な
い
嘘
に
騙
さ
れ
る
の
で
す
。 

悪
魔
は
、
現
代
社
会
に
も
働
き
続
け
て
い
ま
す
。
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
投
資
詐
欺
、
老
人

ホ
ー
ム
や
美
容
エ
ス
テ
、
進
学
塾
、
結
婚
相
談
所
な
ど
の
前
金
詐
欺
な
ど
。
労
使
関
係
、

下
請
関
係
、
営
業
関
係
で
も
、
政
府
や
行
政
の
説
明
も
鵜
呑
み
に
は
で
き
ま
せ
ん
。 

根
本
は
、
神
の
物
を
自
分
の
物
で
あ
る
と
す
る
誤
解
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
瞬
間
か
ら
罪

人
で
す
。
現
代
社
会
の
諸
問
題
の
根
源
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。 

 
 
 

Ⅱ 

女 

「
人(

ア
ダ
ム)

」
は
、
一
人
だ
け
で
創
造
さ
れ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
神
は
人(

ア

ダ
ム)

を
神
の
象
に
創
造
し
た
。
神
の
象
に
人(

ア
ダ
ム)

を
創
造
し
、
男(

ザ
カ
ル)

と
女

(

ネ
ケ
バ
ー)

を
創
造
し
た
」
の
で
す
。
最
初
か
ら
男(

ザ
カ
ル)

と
女(

ネ
ケ
バ
ー)

と
の
二

人
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
「
神
が
男(
イ
シ
ュ)

の
肋
骨
か
ら
女(

イ
シ
ャ
ー)

を
造
っ
た
」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
矛
盾
す
る
よ
う
で
す
が
、
こ
の
話
の
基
本
は
「
相
応

し
い
助
け
手
」
に
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
「
男(

イ
シ
ュ)
は
女(

イ
シ
ャ
ー)

と
結
び
合

い
、
一
体
と
な
る
」
の
で
あ
り
、
「
男
と
女
」
と
い
う
よ
り
「
夫(

イ
シ
ュ)

と
妻(

イ
シ
ャ

ー)

」
で
す
。「
男(

ザ
カ
ル)

と
女(

ネ
ケ
バ
ー)

」
と
は
別
だ
と
わ
か
り
ま
す
。 

聖
書
は
、
こ
の
「
男
と
女
の
関
係
」
を
「
神
と
人
と
の
契
約
」
に
展
開
し
ま
す
。
神
を

夫
と
し
、
人
を
妻
と
す
る
契
約
で
す
。
婚
姻
は
「
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成
立
」

（
日
本
国
憲
法
）
す
る
契
約
で
す
。
神
と
私
た
ち
と
の
関
係
は
、
生
ま
れ
、
身
分
、
居
住

地
、
職
業
、
財
産
、
献
金
の
多
寡
な
ど
に
よ
る
の
で
な
く
、
意
思
と
意
思
の
合
致
に
よ
る

の
で
す
。
神
の
言
葉
に
対
応
す
る
信
仰
に
よ
っ
て
、
神
と
の
婚
姻
関
係
が
成
立
す
る
の
で

す
。
「
婚
姻
」
と
「
結
婚
」
と
も
混
同
し
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。
「
結
婚
」
と
は

「
婚
姻
の
成
立
」
の
こ
と
で
す
。
結
婚
式
の
誓
約
で
「
終
生
変
わ
ら
ぬ
愛
」
を
誓
っ
た
と

同
様
、
神
と
の
婚
姻
関
係
に
お
い
て
も
終
生
変
わ
ら
ぬ
愛
＝
信
仰
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

一
度
信
じ
て
救
わ
れ
た
か
ら
も
う
大
丈
夫
、
そ
ん
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
終
生
、

信
仰
を
貫
き
通
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

Ⅲ 

母 
 

ア
ダ
ム
は
妻
に
「
エ
バ
」
と
い
う
名
前
を
付
け
ま
す
。
「
生
け
る
も
の
の
母
」
と
い
う

意
味
で
す
。
「
母
」
と
は
、
第
一
に
、
血
族
の
直
系
尊
属
一
親
等
の
女
性
（
実
母
）
で

す
。
子
を
産
み
、
育
み
、
教
え
、
世
に
輩
出
す
る
存
在
で
す
。
こ
の
世
に
存
在
す
る
人
は

す
べ
て
母
か
ら
生
ま
れ
た
者
で
す
。 

 

第
二
に
、
養
子
縁
組
に
よ
る
「
養
母
」
で
す
。
生
み
の
親
で
は
な
く
と
も
、
育
て
の

親
と
し
て
、
大
切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

第
三
に
、
姻
族
の
直
系
尊
属
一
親
等
の
、
い
わ
ゆ
る
「
義
母
」
で
す
。 

こ
の
「
義
」
と
い
う
字
の
意
味
は
複
雑
で
す
。
⑴
義
父
、
義
母
、
義
兄
弟
、
義
足
、

義
眼
、
義
歯
な
ど
、
「
偽
」
の
意
味
。
⑵
赤
穂
義
士
、
義
民
宗
吾
、
災
害
支
援
の
義
捐
金

な
ど
、
「
自
己
犠
牲
」
の
意
味
。
⑶
正
義
、
大
義
、
忠
義
、
仁
義
な
ど
は
、
「
道
」
の
意

味
。
⑷
意
義
、
語
義
、
教
義
、
定
義
な
ど
は
、
「
意
味
」
の
意
味
。
⑸
基
督
教
界
で
は
、

義
人
、
義
と
す
る
、
基
督
の
義
な
ど
、
「
正
し
い
」
と
い
う
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。 

「
母
」
、
身
分
法
上
の
関
係
で
す
が
、
転
じ
て
、
生
ま
れ
育
っ
た
国
を
「
母
国
」
、
生

ま
れ
習
得
し
て
き
た
言
葉
・
言
語
を
「
母
語
」
、
勉
強
し
て
卒
業
し
た
学
校
を
「
母

校
」
、
信
仰
を
育
ん
だ
教
会
を
「
母
教
会
」
と
表
現
し
ま
す
。
こ
の
「
母
」
は
、
肉
の
母

に
準
え
た
社
会
的
な
事
象
の
説
明
と
も
言
え
ま
す
が
、
そ
う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
母
国

に
育
て
ら
れ
た
と
い
う
感
覚
を
持
つ
者
も
、
母
語
に
育
て
ら
れ
た
と
は
言
わ
な
い
で
し

ょ
う
。
む
し
ろ
、
一
定
の
関
わ
り
が
あ
る
者
間
の
共
通
認
識
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

表
現
す
る
も
の
で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
こ
の
「
生
け
る
も
の
」
は
、
生
物
や
動
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
神
ヤ
ハ
ウ
ェ

が
鼻
に
生
命
の
息
を
吹
き
込
む
と
、
人
は
生
け
る
も
の
と
な
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
「
人
」
と
は
「
神
か
ら
生
命
の
息
を
受
け
た
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
は
、
動
物
の
一
種
な
の
で
は
な
く
、
神
か
ら
生
命
の
息
を
受
け
た
も
の
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
「
息
」
と
い
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
は
、
「
風
」
と
も
「
霊
」
と
も
訳
さ
れ
る
言
葉

で
す
が
、
「
神
の
霊
」
で
あ
る
「
生
命
の
霊
」
と
理
解
す
る
の
が
適
正
で
し
ょ
う
。
神
の

霊
を
受
け
て
生
け
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
り
、
神
の
霊
を
受
け
て
い
な
い
も
の
は
生
け

る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

エ
バ
が
「
全
人
類
の
母
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
猿
は
人
類
の
祖
先
で
は
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
猿
が
母
だ
っ
た
ら
、
何
の
夢
も
あ
り
ま
せ
ん
。
将
来
を
想
像
す
る
「
夢
」

は
、
人
に
だ
け
見
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。
神
の
息
ゆ
え
で
す
。
猿
の
子
孫
な

ら
、
強
者
生
存
の
法
則
が
生
き
ま
す
。
他
人
を
騙
す
力
が
あ
り
、
他
人
の
物
を
強
奪
で

き
る
者
が
勝
ち
に
な
り
ま
す
。
社
会
の
掟
や
国
家
の
法
律
も
、
強
者
の
弱
者
支
配
の
道

具
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

終
末
に
向
か
う
今
の
世
、
正
義
を
求
め
る
べ
き
宗
教
者
で
も
、
論
理
を
尽
く
し
て

正
義
を
貫
く
と
い
う
姿
勢
を
放
棄
し
て
、
手
っ
取
り
早
く
、
政
治
家
に
擦
り
寄
り
、
密

約
を
結
び
、
利
権
を
得
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
相
違
で
す
。
「
エ
バ
が
人
類
の
母
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
、
神
の
言
葉
を
信
じ
る
者
で
あ
る
と
い
う
表
現
で
あ
り
、
神
の
言
葉
に
属
す
る

者
、
神
に
属
す
る
者
と
い
う
告
白
で
も
あ
る
か
ら
で
す
。 

         



【新改訳 2017】 

創 3:16 女にはこう言われた。「わたしは、あなたの苦

しみとうめきを大いに増す。あなたは苦しんで子を産

む。また、あなたは夫を恋い慕うが、彼はあなたを支

配することになる。」 

3:17 また、人に言われた。「あなたが妻の声に聞き従

い、食べてはならないとわたしが命じておいた木から

食べたので、大地は、あなたのゆえにのろわれる。あ

なたは一生の間、苦しんでそこから食を得ることにな

る。 

3:18 大地は、あなたに対して茨とあざみを生えさせ、

あなたは野の草を食べる。 

3:19 あなたは、顔に汗を流して糧を得、ついにはその

大地に帰る。あなたはそこから取られたのだから。あ

なたは土のちりだから、土のちりに帰るのだ。」 

3:20 人は妻の名をエバと呼んだ。彼女が、生きるもの

すべての母だからであった。 

3:21 神である【主】は、アダムとその妻のために、皮

の衣を作って彼らに着せられた。 
 
 

 創世記３章２０節（櫻井圀郎訳） 

 「人は、彼の妻をエバと名付けた。 

彼女は生き物のすべての母となるゆえにである。」 
 
 
 
 
 
 
 
 

【NKJV】 
Gen 3:16 To the woman He said: "I will greatly 
multiply your sorrow and your conception;In 
pain you shall bring forth children; Your desire 
shall be for your husband, And he shall rule over 
you." 
 3:17 Then to Adam He said, "Because you have 
heeded the voice of your wife, and have eaten 
from the tree of which I commanded you, saying, 
'You shall not eat of it': "Cursed is the ground for 
your sake; In toil you shall eat of it All the days 
of your life. 
 3:18 Both thorns and thistles it shall bring forth 
for you, And you shall eat the herb of the field. 
 3:19 In the sweat of your face you shall eat 
bread Till you return to the ground, For out of it 
you were taken; For dust you are, And to dust 
you shall return." 
 3:20 And Adam called his wife's name Eve, 
because she was the mother of all living. 
 3:21 Also for Adam and his wife the Lord God 
made tunics of skin,  and clothed them. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

1 .  信 仰 に 生 き る キ リ ス ト の 弟 子 の 養 成  
主の弟子は状況に左右されず聖霊に聞き従い、神を信じ人を信じて人々の救いと解放をもたら

す。十字架に死んで神と共に生きるとは、自分と人々の罪からくる咎を覚悟し信仰と希望と愛とを持

って福音の祝福の中に生きることである。キリストの弟子の養成こそ教会の使命である。 
２ ．  真 理 と 祈 り と 讃 美 に 満 ち た 信 仰 生 活 の 指 導  

聖書の教え、真理は人を自由にする。祈りは問題や悩みを解決し、神の御心を確認する。讃美は癒し

と喜びと力を与える。教会はそれらを教え指導し、互いの交わりの中で模範を造り出していく。 
３ ．  キ リ ス ト を 頭 と し て 愛 に よ っ て 結 び 合 わ さ れ た 共 同 体 の 形 成   

教会には多種多様な人々が神によってこの世から召し出されてくる。この信者を整え、神への奉仕

という使命を果たすように導くには、キリストの弟子として十字架を負い主に従う指導者層が確立され

なければならない。整えられ愛し合い一致した教会こそ神の栄光が現され成長する。 
４ ．  隣 人 に 対 す る 愛 に 基 づ い た 執 り 成 し と 伝 道 の 実 践  

神を愛する人は人をも愛し、行いを伴う信仰を持つ。真理を知らず罪と咎によって苦しんでいる人々を

愛し、執り成し、福音を伝えることによってこそクリスチャンは成長し、祝福される。 
５ ．  地 域 と 社 会 に 貢 献 す る 魅 力 的 な 教 会 員 の 歩 み と 家 族 形 成  

教会と教会員の活動・事業・啓発運動を展開し、社会に影響を与えながら、同時に愛し合う家族を形

成し、接する人々に福音を現していくことが、日本のリバイバルに必要であると私たちは信じる。 
 
 

 

今 週 の 聖 書  

千葉
キリ

教会
の

理念 


	千葉福音キリスト教会は、キリスト教プロテスタントの日本福音同盟（ＪＥＡ）に加盟する日本アッセンブリーズ･オブ･ゴッド教団に属し､聖書をすべて神のことばとして信じ､罪の赦しの福音を伝え､聖霊なる神の世界に対する介入を認めて、聖霊のバプテスマと賜物、病の癒し、奇跡、再臨を信じます。



